
2013年の秋。私は軽井沢に向かう途中でした。
医師5年目は、医師国家試験予備校講師の仕事を主軸にしていた頃です。当時、東
京に住んでいたということもあり、大学受験の浪人時代にお世話になった予備校講師
の西きょうじ先生に再会したいと思い立ちました。無理を承知でコンタクトを取った
ところ、会えることになったのです。
うれしさと緊張感と懐かしさと、いろいろな感情が複雑に混同した心理状態で軽井
沢行きの電車に乗りました。

実は、あらかじめ「時間は限ら
れているから話したいことを事前
にまとめておいてほしい」という
宿題が課されていました。浪人時
代にお世話になったことの御礼
と、近況を報告したかったという
シンプルな動機があっただけでし
たが人に会うということは相手の
時間をつかうことでもあるので
す。自分本位ではなく相手のこと
を配慮しなければ…と頭を抱えな
がら、ああでもない、こうでもな
いと電車の中で悶々としてしたの
です。

軽井沢に着いて電車を降りると、雲の位置が高いせいか、いつも以上に空が広く思
えました。いつのまにか、邪念は消え失せていました。せっかくの機会だし、貴重な
時間を楽しむことに集中した方がいいに決まっている、と。
そして、待ち合わせの場所で、彼と再会しました。席に着いて自分は何者かを伝え
るために用意してきた2枚の名刺を渡しました。

はじめに
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□医師国家試験予備校講師の名刺
■救急科医師の名刺

私は「臨床医×医学教育」の領域で仕事をしている民谷健太郎です、と2枚の名刺
を添えて自己紹介をしました。そのとき、目が丸くなって目尻が緩み「おもしろいヤ
ツだな」「大したもんだ」と言った恩師の表情が印象的でした。大それた話をすれば、
その瞬間に自分のアイデンティティが確立されたかのような電撃が走ったのです。昼
食をとった後は、なんと、additional timeが与えられ、愛犬の散歩に付き添わせてい
ただきました。小一時間、軽井沢の道をゆっくりと歩き、とても穏やかな気持ちにな
れたこと、そして、そのときの紺青の空は例えようのないくらいの壮大さで満ちてい
たことを今でも鮮明に覚えています。

あれから5年、『医師国家試験の取扱説明書』が書籍化されました。
私の医師国家試験予備校講師としての経験と、現役救急科医のキャリアを具現化し
たのが本書だといっても過言ではありません。昨今、単なる「資格試験」の対策のみ
では医師国家試験には対応が難しい時代に突入しました。従来型の過去問中心の演習
スタイルが重要であることには変わりありませんが、「臨床色の強い問題」の対応には
限界があります。そこで自分の強みを生かして医学生や研修医に何か還元できないか
という発想で生まれたのが、メールマガジン【医師国家試験の取扱説明書〈通称、国
試のトリセツ〉】です。本書はメールマガジンの記事の中でも特に有用だと思われるも
のを厳選して、その配置にもこだわりました。現役の臨床医だからこそ書ける医師国
家試験の解説本として、末永く医学生に愛読されるような設計を心がけています。
「十年後の医学生の手にも」というコンセプトが本書に組み込まれています。医師国
家試験対策における普遍的なルール、コツ、方略を毎年の受験生に伝えたいという思
いで書き上げました。多くの医学生が医師になるためのプロセスの一端を本書が担え
たら幸いです。

2018年8月9日  民谷 健太郎
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